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１．概要（Summary） 

水素社会の設備に利用される鉄鋼材料の水素適合性

が不可欠である。本研究では、準安定オーステナイト系ス

テンレス鋼 SUS304を使用した。SUS304の水素適合性

は不十分であるが、窒素添加を行い、オーステナイト相の

安定化により水素脆化が起きないことが分かった。オース

テナイト系ステンレス鋼の水素適合性に関する実験の場

合、高圧高温水素ガス暴露が望ましいとされているが、暴

露の成功は材料の水素量で判断する。 

今回、昇温脱離ガス分析装置を用い、水素チャージ材

（暴露実施したもの）と未チャージ材の水素量測定が行っ

た。水素チャージ材は未チャージ材の水素量の 100倍近

く多くの水素を含んでいたことが分かった。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

昇温脱離ガス分析装置（ダイナミック型） 

【実験方法】 

鉄鋼試料を 100 MPa、270 ℃、72時間を水素ガス中

に暴露した。 

試料を測定チャンバーに入れた後、17 時間程度真空

を引いた。その後、室温から昇温速度 30 ℃/min で

1000 ℃まで加熱した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

水素チャージ材と未チャージ材の脱離結果をFig. １に

示す。水素チャージ材の水素脱離による信号強度は

5.61×10-5 Aであり、未チャージ材は 5.57×10-5 Aであ

った。重量に換算すれば、水素チャージ材は 5.8656 gで、

未チャージ材は 0.06787 g になる。すなわち水素暴露し

た後、市販材と比べて約 100 倍近くの水素量が固溶して

いたことが分かった。以上の結果より、水素暴露が成功し

たと考えられ、水素暴露した材料の実験結果から水素適

合性を確認できる。 

0.00E+00

1.00E-08

2.00E-08

3.00E-08

4.00E-08

5.00E-08

6.00E-08

7.00E-08

8.00E-08

0 1000 2000 3000 4000

In
te

n
si

ty
 [

A
]

Time [s]

H-charged

 

Fig. 1 Thermal desorption curve of hydrogen-charged  

SUS304  

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は JSPS 科研費 20K04178 助成を受けたもの

です。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 


